
清水奈名子(しみずななこ）さん

（宇都宮大学国際学部教授、日本平和学会会長）

横山聡(よこやまさとる）さん

（弁護士、広域避難者支援連絡会in東京代表、災害復
興まちづくり支援機構）

講演

2011年3月11日の東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故は、多くの避難者を出した。原発から20キロ圏内に

住む人々は強制的に避難することとなった。また、原発から離れた地域であっても線量が高い地域はあり、自主的に避難し

た人もあった。原発避難者は数万人にのぼる。これらの人びとを、「強制避難」、「自主避難」と呼び支援に違いが生じていた。

2023年5月に国連人権理事会「国内避難民の人権特別報告者」報告書が公表された。そこでは、原発避難者は、「国内避難

民」と位置付けられ、数々の勧告が出されている。日本政府はそれに対しどのように対応したのか、勧告は生かされたのか？

また、避難者の人権を守るべき者はだれだったのか、本当はだれが責任をとるべきだったのか。

専門家の発題を聞き、フロアとともに考える。

主催 公益財団法人東京YWCA 紛争・災害対応委員会
★申し込みは、電話 ０３-３２９３-５４３６ またはPeatixから。

日時 2025年3月29日（土）午後2時から4時

定員 100人 参加費500円

対象 一般、対面のみ（オンライン及び録画なし）

場所 東京YWCA会館カフマンホール
  (東京都千代田区神田駿河台1-8-11）

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー/Young Women’s Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性
が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する
国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む100以上の国・地域で活動しています。

Peatixは
こちらから

「国内避難民の人権特別報告者」報告書と

福島第一原子力発電所の事故で

避難した人びとの人権

国連人権理事会

東日本大震災の風化を防ぐプログラム2024「福島の声を聞く」②

宇都宮大学国際学部教授。専門は国際関係論・
国際機構論・平和研究。国連システムによる武力
紛争下の一般市民の保護についての研究に加え
て、東電福島原発事故による被害の調査と研究を
続けてきた。近著に『探究の国際学―複合危機か
ら学際的な研究を考える』（ナカニシヤ出版、2024
年）、『国際平和論―脅威の認識と対応の模索』
（有斐閣、2024年）がある。2024年1月より第26期
日本平和学会会長。

1991年に司法試験合格。1994年に第二東京弁護
士会登録。第二東京弁護士会副会長。日弁連常務
理事を歴任。2024年4月より第二東京弁護士会監
事。2011年から第二東京弁護士会憲法問題検討
委員会委員として活動。2014年に委員長、2016年
から副委員長として現在に至る。2016年4月から
2020年3月までは第二東京弁護士会災害対策委員
会副委員長。2018年6月から東日本大震災で都内
に避難している人と支援団体でつくる広域避難者
支援連絡会in東京代表。
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